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安全・安心条例行動計画体系図 

（１）安全・安心に関する意識の高揚及び 

行動の促進等 【３５事業】 

子 ど も の 安 全 対 策 特
に
配
慮
す
る
対
象

平成３１年までの目標  （１）日本トップクラスの安全なまち （２）誰もが安心を実感できるまち

◆刑法犯認知件数を８千件以下・政令市ベスト３にする。                 ◆「安全だ(治安が良い)」と思っている市民の割合を９０％以上にする。 
◆防犯パトロール活動への参加者（市民、事業者、大学生などの参加）を２万人以上にする。 

女 性 の 安 全 対 策 

高 齢 者 の 安 全 対 策 

障 害 者 の 安 全 対 策 
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１ 安全・安心に関する市民意識の高いまちづくりの推進 

（１）青少年等の非行等からの立直り支援 【１１事業】 

（２）安全・安心に関する相談及び支援体制【８１事業】 

（１）地域における安全・安心に関する活動の推進 

（ソフト面） 【１９事業】 

（２）安全・安心に配慮した環境の整備 

（ハード面） 【８６事業】 

（１）安全・安心に関する情報の提供   【９事業】 

（２）安全・安心なまち北九州市の情報発信【６事業】 

○子どもの見守り活動の推進 ○青少年の非行等を生まない環境の構築

●通学路等の安全確保 ○非行等からの立直り支援 

方向性・取り組みの方針 主 な 施 策条例の目的

２ 安全・安心な環境の構築 

４ 安全・安心な都市イメージの発信 

３ 安全・安心に関する相談及び支援体制等の充実

●安全・安心に関する意識の高揚 

○犯罪被害者等の支援体制の充実 

○交通安全の推進 ○消費生活等に関する安全・安心の推進  

○地域の防災力の強化（避難支援の仕組みづくり）  

●安全・安心に関する意識の高揚  

●安全・安心なまちづくりの新たな担い手の育成 

○交通安全の推進 

○暴力団の排除の推進 

○迷惑行為の防止の推進 

○消費生活等に関する安全・安心の推進 

●地域活動の推進 

○地域の防災力の強化 

○子どもの見守り活動の推進 

○青少年の非行等を生まない環境の構築 

●安全・安心に配慮した環境の構築 

●通学路等の安全確保 

●空き家及び空き地の適正管理 

○風水害対策の推進 

○公共施設等の耐震化・長寿命化の推進 

○非行等からの立直り支援の推進  

●安全・安心相談窓口の充実 

○犯罪被害者等の支援体制の充実 

●安全・安心を脅かす事態の対応のための体制の充実 

○安全・安心に関する情報の提供 

●都市のイメージアップに資する情報の発信 

○「北九州市安全・安心条例」の普及・啓発活動の推進 

○安全・安心に配慮した環境の構築（バリアフリー） 

○地域の防災力の強化（避難支援の仕組みづくり） 

【凡例】●…重点的に取り組む施策・事業 

○…継続して取り組む施策・事業 

主 な 事 業

○スクールヘルパーの配置 ○北九州市｢青少年の非行を生まない地域づくり｣推進本部運営事業 

●通学路における夜間の安全対策強化 ○スクールソーシャルワーカーの活用 など

●子どもや女性の犯罪被害防止対策

○犯罪被害者等支援事業 など 

○交通安全推進事業 ○消費者啓発の推進  

○緊急通報システム など 

●安全・安心行動計画推進事業 ●子どもや女性の犯罪被害防止対策 ●北九州市安全・安心ウィーク

●事業者の新たな防犯活動の推進 ●学生安全・安心ボランティア活動の推進 

○交通安全推進事業 ○自転車安全運転向上事業 

○暴力追放の推進 

○モラル・マナーアップ関連条例推進事業 

○消費者啓発の推進 など 

●市民一斉夜間の安全・安心パトロール事業 

○みんなde Bousai まちづくり推進事業 

○スクールヘルパーの配置 

○北九州市「青少年の非行を生まない地域づくり」推進本部運営事業 など 

●防犯カメラの普及促進に向けた取組の推進 ○道路照明のＬＥＤ化 

●通学路における夜間の安全対策強化 ●通学路の安全対策の推進 

●老朽空き家等対策の推進 

○アンダーパスの事故防止対策 ○河川改修事業の推進 

○上下水道の地震等対策推進事業 など 

○不登校対策の充実 ○いじめ対策の充実 ○非行防止活動の推進 など 

●安全・安心総合相談ダイヤル事業 

○犯罪被害者等支援事業 

●防災拠点の整備 ○救急医療体制の維持・確保 など 

○災害に関する情報の提供 ○全庁ＧＩＳ（統合型ＧＩＳ）構築運用事業 など 

●都市イメージの向上 

○北九州市安全・安心条例普及啓発事業 など 

○バリアフリー等のまちづくり 

○避難行動要支援者避難支援事業 など 
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○平成２７年度から取り組んでいる事業については、市の基本構想・基本計画の下記評価基準に沿って事業評価を

行っています。 

○平成２８年度から新たに取り組んでいる事業については、活動内容及び事業評価は空欄となっています。 

  【評価基準】 

評価区分 評 価 基 準 

１ 大変順調 ・実績値が前年度に比べ 10 ポイント以上（相当）上昇した事業 

・達成率が１００％以上（相当）を推移（上位を推移）している事業 

・ほぼ目標に達している事業 

２ 順調 ・実績値が前年度に比べ 10 ポイント未満（相当）上昇した事業 

・達成率が９０～１００％未満（相当）であり、ほぼ現状どおりの状況を推移している事業 

３ やや遅れ ・前年度から改善はしているが、達成率が７０～９０％未満（相当）である事業 

４ 遅れ ・達成率が７０％未満（相当）であり、前年度から改善が見受けられない事業 
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【主な事業】 

（１）安全・安心に関する意識の高揚及び行動の促進等【３５事業】(H27)  【３７事業】(H28) 

①安全・安心に関する意識の高揚 

No 事業名 事業内容 活動内容（評価の理由） 事業評価 

1 

防災訓練の実施 
市民の防災意識の高揚を図るため、住民参加

型の災害図上訓練や防災訓練、長期避難所生

活を見据えた避難所体験・運営訓練等を実施

する。 

各区の災害特性に応じた訓練を実施したほか、市総

合防災訓練では、本市初となる土砂災害を想定した

訓練を実施し、20機関、約1,000人が参加し、地

域と共に様々な取組みを行った。実施回数（目標 

7回、実績8回）及び参加人数ともに目標を上回っ

ているため、「大変順調」と判断。 

大変順調 

危機管理室危機管理課 

２ 

男女共同参画基本計画

推進事業（配偶者等から

の暴力対策事業） 

配偶者等からの暴力予防啓発に取り組むた

め、「北九州市ＤＶ対策関係機関連絡会議」

の開催など、情報交換や研修会を行い、関係

機関の連携強化を図るほか、若年層向けのデ

ートＤＶ予防事業など広く広報・啓発活動を

行う。 

専門的な知見を持つＮＰＯ等と連携して、高校・大

学等でデートＤＶ予防教室を36回行うとともに、

ＤＶ相談リーフレットなどを公共施設に配布し啓

発に努めた。また、警察等関係機関との連絡会議の

開催・参加などによる情報の共有・交換を定期的に

行っていることから、順調と判断。 

順調 

総務局男女共同参画推進課

方向性Ⅰ 安全・安心に関する市民意識の高いまちづくりの推進

【凡例】 

…特に重点的に取り組む事業 
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３ 

安全・安心条例行動計画

推進事業 

行動計画の目標となる本市の刑法犯認知件

数の減少のため、特に件数の多い罪種である

自転車盗等に焦点を当て、警察、関係団体等

と連携し、市民等の防犯意識の向上に取り組

む。 

自転車の適正利用・管理に関するチラシを作成し、

ＪＲ小倉駅周辺等で啓発活動を行うとともに、学生

ボランティア団体等を対象とした自転車盗難の防

止に関するセミナーの開催などを行った。刑法犯認

知件数が着実に減少しているため「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

推進課 

４ 

子どもや女性の犯罪被

害防止対策 
子どもや女性の犯罪被害を防止するため、子

どもを見守る家族の防犯知識を高めるため

の親と子どもの安全セミナー等を実施する

とともに、働く女性や女子大生等を「女性の

安全ナビゲーター」に任命し、防犯知識を学

び、女性目線で犯罪被害防止についての情報

を発信する。 

ガーディアン・エンジェルスとの協働による「安全

セミナー」（１８校）及び「犯罪から身を守るセミ

ナー」（１３回）の実施や、学生ボランティアとの

協働による「地域安全マップづくり」（７校）の実

施のほか、「子どもを守る家庭の防犯力アップハン

ドブック」を作成し、市内小学校全児童に配布。ま

た、女性の安全ナビゲーターが、犯罪被害の現状や

防犯知識を学び、女性の目線による啓発冊子の作

成・情報発信を行った。 

「安全セミナー」や「地域安全マップづくり」の実

施校は目標を達成しており、「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

推進課 

５ 

北九州市安全・安心ウィ

ーク 安全・安心に関して活動する様々な団体が情

報交換や交流を行い、「安全・安心活動の輪」

を広げ、意識の高揚を図ることを目的に「安

全・安心まちづくり市民大会」を開催する。 

平成２７年１０月13日に黒崎ひびしんホール（八

幡西区）で「安全・安心まちづくり市民大会」を開

催。平成１７年から実施しており、今回が11回目。

約７００人が参加。活動事例紹介や、活動１０年を

迎えたパトロール隊６１団体と、事業者６団体に感

謝状を贈呈した。刑法犯認知件数は着実に減少して

いるため「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

推進課

６ 
住宅防火対策の推進 

福祉関係者・地域住民等からのあらゆる情報

を活用し、高齢者・障害者等への訪問活動を

行い、防火・防災啓発の普及を図るとともに、

火災及び焼死事故等の防止に努める。 

 住宅用火災警報器の設置率は、昨年度より若干の

減少（85％→83％）があったものの、全国の平均

設置率（81％）を上回る状況であるため、「順調」

と判断。 

順調 

消防局予防課 
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７ 

応急手当の普及啓発活

動の推進 
市民の救命効果の向上を図るため、ＡＥＤ(※)

（自動体外式除細動器）を含めた応急手当の

普及啓発活動を積極的に推進する。 

応急手当講習の受講者数は、昨年度から減少

（46,422人→42,818人）しているものの、目標

数（40,000人）を超えているため順調と判断する。 

順調 

消防局救急課 

②安全・安心なまちづくりの新たな担い手の育成 

１ 

事業者の新たな防犯活

動の推進 
事業者の自主防犯活動の活発化を図るための

リーフレットを作成し、事業所訪問等を通じ

て、事業者の防犯パトロール活動の参加を推進

する。

安全・安心推進員（警察ＯＢ）が、平成２７年度は

３８８社を訪問し、条例の主旨や自主防犯活動の事

例紹介等を行った。また、事業者向け啓発用リーフ

レットを作成・配布した。 

刑法犯認知件数は着実に減少しているため「順調」

と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安

心推進課

２ 

学生安全・安心ボランテ

ィア活動の推進 

市内で活動する学生ボランティアが一堂に会

する連絡会議を開催するとともに、市内外の

学生ボランティアが交流を深める「（仮称）

学生安全・安心ボランティアサミット」を開

催する。 

平成２７年５月、市内６大学約５０名が参加し「北

九州市学生安全・安心ボランティア連絡会議」が発

足。また、平成２８年１月「全国学生安全・安心ボ

ランティアサミット北九州」を開催。２４団体・

２５大学・約８０名が参加。参加者や参加団体を通

じて、本市の安全・安心な取組を全国の若者に発信

した。 

サミットにおいて、本市に対するイメージが良くな

った参加者の割合は、目標の74％を上回る98.6％

となり、計画以上の達成が出来たことから「大変順

調」と判断。 

大変順調 

市民文化スポーツ局安全・安

心推進課

※「ＡＥＤ」…命にかかわる重症の不整脈である心室細動が発生した際に、電気ショック

を患者に与え、心室細動を正常に戻す装置。 
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３ 

市民一斉夜間の安全・安

心パトロール事業 市内一円で同日・同時刻に一斉に安全・安心

のためのパトロール活動を実施するととも

に、将来的に一斉パトロール参加者数のギネ

ス世界記録への挑戦を視野に入れた取組を推

進する。 

平成２７年９月２５日「市内一斉夜間の安全・安心

パトロール（１万人の防犯パトロール大作戦）」を

実施。市内１７１会場に約１万４千人が参加した。

また、平成２８年度に世界記録に挑戦することを目

指して、その事前調査を実施した。 

参加者数が目標を大幅に上回ったことから「大変順

調」と判断。 

大変順調 

市民文化スポーツ局安全・安

心推進課

４

次世代防犯リーダー育

成推進事業 

安全・安心条例の目的である「安全・安心な

まちづくりを次の世代に継承する」ため、大

学生等が組織している「学生防犯ボランティ

ア」の活動を推進する。 

平成 28年度 新規事業 
市民文化スポーツ局安全・安

心推進課

③交通安全の推進 

１ 

交通安全推進事業 

生涯にわたる交通安全教育及び効果的な広報

啓発活動により、市民に広く交通安全思想を

普及し、交通事故防止を図る。 

小学校等での交通安全教室の参加が前年度より大幅

に増加（H26：37,860 人、H27：40,462 人）

している。 

また、前年度と交通事故死者数は同じだったが、交

通事故発生件数は減少しているので「順調」と判断。 

順調 
市民文化スポーツ局安全・安心都

市整備課 

２ 

自転車安全運転向上事業 自転車利用者の安全運転に関する意識の高揚

を図るため、中学生を対象とした自転車交通

ルール検定の実施など、自転車のルール・マ

ナーの啓発強化や保険の加入促進に取り組

む。 

自転車交通ルール検定等の活動が目標を上回ってい

る。（検定参加校は目標どおりの62校、安全教室

の開催数は目標508回、実績573回） 

前年比較で、自転車事故発生件数が減少したため「大

変順調」と判断。 

大変順調 
市民文化スポーツ局安全・安心都

市整備課 
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④暴力団の排除の推進 

１ 

暴力追放の推進 市の事業からの暴力団排除をはじめ、暴力追

放大会の実施や市民等への支援など、警察等

との連携を深め、官民一体となった暴追活動

を強化する。 

暴力追放意識の高揚と暴排機運の醸成を図ることを

目的に、暴追大会や研修会等を計26回開催（目標

28回）し、目標の9割を達成した。また、暴追対

策に対する市民の評価が増加していることから「順 

調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心相談

センター 

２

暴力団離脱希望者支援

事業 

福岡県警察・県暴暴追センターと協力し、市

民等の暴力追放意識のさらなる高揚を図ると

ともに、離脱者就労支援に向けた普及啓発を

推進する。 

平成 28年度 新規事業 
市民文化スポーツ局安全・安心相談

センター

⑤迷惑行為の防止の推進 

１

モラル・マナーアップ関

連条例推進事業 

モラル・マナーアップ関連条例の周知・啓発

や重点地区における巡視活動などに取り組

み市民のモラル・マナーアップを図る。 

「迷惑行為防止重点地区での巡視・啓発活動回数」

（目標15回以上／月、実績 22回／月）及び「迷

惑行為防止重点地区の取組に関する広域的な広報・

啓発活動回数」（目標36回、実績 46回）につい

て目標を達成した。 

また、「迷惑行為防止に係る地域活動団体の増加」

及び「路上喫煙率」の成果指標についても目標を達

成していることから、「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心都

市整備課 
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⑥消費生活等に関する安全・安心の推進 

１ 

消費者啓発の推進 
悪質化・巧妙化する消費者被害やニセ電話詐

欺等を未然に防止するため、消費者自身が危

機回避や被害にあった場合の適切な対処法を

身につけるための啓発事業等を実施する。 

多様な媒体を活用し消費者被害防止を周知した。そ

の結果、「消費生活センターの認知度」（目標90％

→実績 93.1％）及び、「消費生活センター等に相

談又は相談を勧める市民の割合」（目標 90％→実

績 96.3％）ともに目標値を上回り、高い数値を維

持しているため「順調」と判断。 

順調 
市民文化スポーツ局消費生活

センター
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（１）地域における安全・安心に関する活動の推進(ソフト面)【１９事業】(H27)  【１９事業】(H28) 

①地域活動の推進 

１

地域防犯対策事業 
市民の自主防犯意識の醸成を図るとともに、

地域の自主防犯活動への支援等を行い、「安

全・安心なまち北九州市」の実現を図る。 

「生活安全パトロール隊」に対する活動に必要な物

品助成を行うとともに、警察官ＯＢである安全・安

心指導員によるパトロールへの同行、パトロール手

法の助言等を行った。刑法犯認知件数は着実に減少

しているため「順調」と判断。 

順調 
市民文化スポーツ局安全・安心

推進課

２ 

市民一斉夜間の安全・安

心パトロール事業(再掲) 
市内一円で同日・同時刻に一斉に安全・安心

のためのパトロール活動を実施するととも

に、将来的に一斉パトロール参加者数のギネ

ス世界記録への挑戦を視野に入れた取り組

みを推進する。 

平成２７年９月２５日「市内一斉夜間の安全・安心

パトロール（１万人の防犯パトロール大作戦）」を

実施。市内１７１会場に約１万４千人が参加した。

また、平成２８年度に世界記録に挑戦することを目

指して、その事前調査を実施した。 

参加者数が目標を大幅に上回ったことから「大変順

調」と判断。 

大変順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

推進課

３ 

世界記録への挑戦事業

（１万人の防犯パトロール大作戦）

パトロール活動を同日・同時刻に一斉に実施

し、世界記録に挑戦する。パトロール隊員の

モチベーションの高揚や活動参加者の増加

を図るとともに、市内外に安全・安心な都市

イメージを発信する。 

平成 28年度 新規事業 
市民文化スポーツ局安全・安心

推進課

４

地域とつくる「ごみステ

ーション」事業 

北九州市環境審議会の答申（「ごみステーシ

ョンのあり方」）に基づき、地域のごみステ

ーション管理に対する支援の拡充、事業所に

対する指導等により、環境未来都市にふさわ

しいごみステーションづくりを推進する。 

平成 28年度 新規事業 

環境局業務課 

方向性Ⅱ 安全・安心な環境の構築 
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②地域の防災力の強化 

１

みんなde Bousaiまちづ

くり推進事業 

災害から命を守りぬくために、自ら命を守

る「自助」意識の醸成や地域で助け合う「共

助」の風土づくりなどによる地域防災力の

向上を目指して、モデル事業を実施すると

ともに、地域防災の新たな担い手の育成に

取り組む。 

地域ぐるみのネットワークの構築を目的とした「地

区 Bousai 会議」が７校区で29回開催され、校区

ごとの防災計画づくりが進んだこと、また、地域防

災の新たな担い手の育成を目的とした人材育成プロ

グラムに目標（６０人）を上回る73人の大学生が

参加したことから「大変順調」と判断。 

大変順調 

危機管理室危機管理課 

２ 

避難行動要支援者避難 

支援事業 

自力又は家族等で避難することが困難な高

齢者･障害者の名簿を作成し、地域へ情報を

提供することで、災害時の自助･共助による

避難支援の仕組みづくりを促進する。 

地域による避難対策個別計画作成件数は着実に増加

しているため「順調」と判断。 
順調 

危機管理室危機管理課 

３ 

自主防災活動の推進 

「市民防災会」の育成指導や活動助成を進

め、地域ぐるみで開催される消防訓練等を

通じて、市民の主体的な自助・共助意識の

醸成を図り、災害のない安全・安心なまち

づくりを推進する。 

市内全１９３地区・校区の市民防災推進行事へ参加

したため「順調」と判断。 
順調 

消防局警防課 

４ 

地域防災力強化のための

消防団魅力向上策の推進 
消防団の装備を改善することにより、消防

団員が安全に活動できる体制を整備すると

ともに、若者が魅力を感じる消防団づくり

を行い、消防団員数の維持・増加を図る。 

平成 28年度 新規事業 

消防局警防課 
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③子どもの見守り活動の推進 

１

地域防犯対策事業 

（再掲） 
市民の自主防犯意識の醸成を図るとともに、

地域の自主防犯活動への支援等を行い、「安

全・安心なまち北九州市」の実現を図る。 

「生活安全パトロール隊」に対する活動に必要な物

品助成を行うとともに、警察官ＯＢである安全・安

心指導員によるパトロールへの同行、パトロール手

法の助言等を行った。 

刑法犯認知件数は着実に減少しているため「順調」

と判断。 

順調 
市民文化スポーツ局安全・安心

推進課

２ 
スクールヘルパーの配置

保護者や地域の方をスクールヘルパーとし

て学校に配置し、通学路における安全対策や

学校図書館の運営、授業づくりの支援など、

様々な学校の教育活動を支援する。 

スクールヘルパーの延べ活動人数及び登録者数とも

に目標を上回っている。昨年度と同様に高水準で推

移していることから、「大変順調」と判断。 

大変順調 

教育委員会生涯学習課 

④青少年の非行等を生まない環境の構築 

１ 

北九州市「青少年の非行

を生まない地域づくり」

推進本部運営事業 

青少年の非行を生まない地域の実現を目指

し、「非行防止対策」「非行からの立ち直り

支援」「危険ドラッグを含む薬物乱用の防止

と啓発」「地域団体・関係機関との連携強化」

の４つの柱をたて、就労支援の取り組みを強

化するなど、青少年の非行防止施策を総合的

かつ積極的に展開する。 

小・中学生を対象とした「非行防止教室」や「薬物

乱用防止教室」の開催及び、「少年補導委員」をは

じめたとした地域団体との連携、また、協力雇用主

と連携した「非行少年の立ち直りを支える就労支援」

等の施策を積極的に推進したことにより、少年非行

の大きな指標となる「非行者率」が減少し、さらに

再犯者数も平成２６年の２５４人より、平成２７年

は14人減少した。 

順調 
子ども家庭局青少年課・子ども総合セ

ンター、市民文化スポーツ局安

全・安心推進課、保健福祉局地

域医療 課・医務薬務課、

教育委員会指導第二課 など
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（２）安全・安心に配慮した環境の整備(ハード面)【８６事業】(H27)  【６４事業】(H28) 

①安全・安心に配慮した環境の構築 

１ 

福岡県防災・行政情報通

信ネットワーク再整備 

福岡県が各市町村や国、県の出先機関と防災

情報を共有するための通信システムである

福岡県防災･行政情報通信ネットワークシス

テムの再整備に伴う必要経費を負担するも

の。 

平成 28年度 新規事業  

危機管理室危機管理課 

２ 

安全・安心を高める防犯

環境整備事業 

道路や公園など公共施設の整備に、犯罪が起

こりにくい環境づくりのための考え方を取

り入れ、新たに防犯の視点を加えた点検及び

ワークショップを行い、道路や公園のモデル

事業等を実施する。 

ワークショップを行い、その内容に基づいた公園等

の整備を実施できたことから「順調」と判断。 
順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

都市整備課

３ 

防犯灯関連事業 
夜間における犯罪の発生防止や通行の安全

を図るため、防犯灯の整備を行うとともに、

防犯灯のＬＥＤ化を促進する。また、地域が

設置する防犯灯の設置費を一部補助する。 

刑法犯認知件数減少や市民が感じる治安状況向上の

目標を達成していることから「順調」と判断。 
順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

都市整備課

４ 

防犯カメラの普及促進

に向けた取り組みの推進
条例に基づき、犯罪の起こりにくい安全・安

心な環境を構築するため、市民等への防犯カ

メラの普及促進に向けた取り組みを推進す

る。 

防犯カメラ設置補助台数が目標に達していないなが

らも、刑法犯認知件数が減少していることなどから

「順調」と判断。 

順調 
市民文化スポーツ局安全・安心

都市整備課
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５ 

バリアフリー等のまち

づくり 高齢者や障害者など、誰もが安全で快適に暮

らせる生活空間づくりをめざすために、歩道

や公園などのバリアフリー化等を推進する。 

関係団体と協議を行いながら、計画的に整備を行っ

ており、主要駅周辺地区の主要経路の整備率は目標

を達成（目標90％→実績90％）しており、「順調」

と判断。 

順調 
建設局道路計画課、みどり･公

園整備課 

６ 

子どもの安全・成長に配

慮した公園づくり事業 

子どもが健やかに成長し、犯罪等に巻き込ま

れない安全・安心な公園となるよう、公園整

備にあわせて、安全性に配慮した遊具のリニ

ューアルや配置の見直し、死角を生むような

樹木等の剪定・撤去など、地域の実情に応じ

た取り組みを行う。 

計画通りの公園数（３公園）を整備できた。 

【尾倉三丁目公園、春の町一丁目公園、西本町四丁

目公園】 

順調 

建設局緑政課

７ 
道路照明のＬＥＤ化 

夜間における交通事故の防止や通行の安全

を図るため、道路照明の整備を行うととも

に、ＬＥＤ化を促進する。 

平成 23年度より LED化を実施しており、平成27

年度は、当初計画で約 40％の予定だったが、実際

は、約70％の LED化が完了しているため「順調」

と判断。 

順調 

建設局道路維持課 

８ 

ＪＲ安部山公園駅に対す

る昇降装置整備支援事業 ＪＲ九州が行うＪＲ安部山公園駅へのエレ

ベーター設置に対して、補助を行い、バリア

フリー化を推進する。 

平成 28年度 新規事業 

建築都市局都市交通政策課 

９ 

安全・安心で快適なバス

運行事業 
市営バス全車へドライブレコーダーの導入

を行い、乗務員の安全意識向上を図り、安

全・安心な運行を確保する。 

平成 28年度 新規事業 

交通局運輸課
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②通学路等の安全確保 

１ 

通学路における夜間の

安全対策強化 

犯罪等の防止や子どもをはじめとして市民

が、より安全で安心して通行できるよう通学

路の防犯灯の充実に向けた取り組みを推進

する。 

刑法犯認知件数減少や市民が感じる治安状況向上の

目標を達成していることから「順調」と判断。 
順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

都市整備課

２ 

通学路の安全対策の推進 児童が安全に通学できる環境を整えるため、 

教育委員会や学校関係者、警察と一体となっ

て、更なる通学路の安全対策を推進する。 

学校からの改善要望箇所について、対策を鋭意進め

ており｢順調｣と判断。 
順調 

建設局道路計画課 

③空き家及び空き地の適正管理 

１

老朽空き家等対策の推進

老朽空き家等対策について、所有者等に対し

家屋の適正な管理を促すため、窓口のワンス

トップ化等による対応を行う。また、市民の

安全・安心な居住環境の形成を図るため、倒

壊や部材の落下のおそれがあるなど危険な

空き家等の除却に要する費用の一部を補助

する。 

空き家に関する相談・通報件数（目標 300 件→実

績549件）、補助の除却戸数（目標150戸→実績

394戸）等、目標を達成することができたので「順

調」と判断。 

順調 

建築都市局空き家対策

推進室 

④風水害対策の推進 

１ 
アンダーパスの事故防

止対策 

局地的な豪雨（ゲリラ豪雨）を踏まえ、激し

い降雨により冠水が心配されるアンダーパ

スで対策を実施し、安全・安心なまちづくり

大型の冠水警報表示板の設置（６箇所）や監視カメ

ラの設置（１５箇所）を行ない、また、市政だより

や市政ラジオによる啓発活動を継続して実施してい

順調 
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建設局道路維持課 を着実に推進する。 るため「順調」と判断。 

２ 
河川改修事業の推進 浸水被害を抑制するため、治水事業の根幹と

なる河川改修を推進する。 

河川改修は予定どおり進捗（河川整備率：目標83%

→実績83%）しており「順調」と判断。 
順調 

建設局河川整備課 

３ 
浸水対策事業の推進 浸水のない安全・安心なまちづくりを目指

し、計画的な下水道整備を着実に推進する。 

雨水整備率について、目標どおり達成したため順調

と判断。(目標 71.4%→実績71.4%) 
順調 

上下水道局下水道計画課

⑤公共施設等の耐震化・長寿命化の推進 

１ 

児童館耐震改修 児童館耐震診断の結果、補強計画の策定が必

要とされた児童館について、耐震化のための

計画策定を行う。 

平成 28年度 新規事業  

子ども家庭局子育て支援課

２ 
青少年施設外壁等改修 「子ども文化会館」について、子どもたちが

安全により身近に、快適に利用できるように

外壁改修を行う。 

平成 28年度 新規事業  
子ども家庭局青少年課

３
水産物供給基盤整備事業

水産業の健全な発展及び水産物供給の安定

化を図るため、漁港施設を計画的に整備す

る。また、震災や近年の異常気象による漁港

施設の被害を教訓として、漁村地域の防災機

能を強化する。 

漁港施設整備延長は目標の1,788ｍに対し88％ま

で達成しており、漁獲量の達成率も 84％であるた

め「順調」と判断。 

順調 

産業経済局水産課 

４ 

橋梁・トンネルの長寿命化

への計画的な取り組み

定期的な点検の結果を基に、橋梁やトンネル

の状態に応じた計画的な補修工事を行うと

ともに、地震時に重要な役割を果たす緊急輸

送道路を構成する橋梁の耐震補強などを実

施する。 

橋梁・トンネルのリニューアル工事を概ね予定どお

りに実施しており「順調」と判断。 
順調 

建設局道路維持課
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５

民間建築物耐震改修費

等補助事業 

民間建築物の耐震化を促進するため、一定の

要件に該当する木造住宅やマンション、多数

の市民が利用する特定建築物等の耐震化に

要する費用の一部を補助する。 

目標達成のための活動は順調に実施したものの、補

助実施件数（17件）は目標（50件）を下回ったた

め、｢遅れ｣と判断。 

遅れ 

建築都市局建築指導課 

６
海岸（高潮）事業 

災害に強い都市づくりの一環として、海岸線

を波浪や高潮による災害から守り、市民生活

等の安全を図るため、海岸保全施設の整備を

行う。（白野江地区、新門司北地区） 

両地区ともに事業を進めているものの、Ｈ３１年度

の中期指標に対して事業進捗が遅れ気味であること

から、「やや遅れ」と判断。事業の重要性から、国

との連携をより緊密にし、早期完成に努める。 

やや遅れ 

港湾空港局整備保全課 

７ 

上下水道の地震等対策

推進事業 

自然災害や老朽化による漏水事故を未然に

防ぐ対策として、経年劣化した水道施設の更

新や耐震化を計画的に実施するとともに、災

害等の発生時でも安定した給水体制を確保

するため、送水管の整備などによるバックア

ップ機能の強化にも取り組む。 

また、地震時においても下水道の機能を確保

するための耐震化を推進する。 

（水道施設） 

平成 27年度までの目標である水道施設耐震化箇所

（1箇所）を予定とおり発注し、耐震補強を進めて

いるため順調と判断。 

（下水道施設） 

ポンプ場耐震化工事（6箇所）を発注し、耐震化が

目標どおり進んでいるため、順調と判断。 

順調 

上下水道局計画課・配水管

理課・浄水課・下水道計画

課・施設課

８ 
学校施設耐震補強事業 

災害時に地域住民の避難所となる、学校施設

に必要な耐震性能を確保するため、施設の耐

震化を図る。 

耐震補強工事が必要とされる施設について工事を進

め、予定通り平成27年度末までに耐震化工事を完

了したことから、「大変順調」と判断。 

大変順調 

教育委員会施設課 
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（１）青少年等の非行等からの立直り支援【１１事業】(H27)  【１１事業】(H28) 

①非行等からの立直り支援の推進

１ 

北九州市「青少年の非行

を生まない地域づくり」

推進本部運営事業 

（再掲） 

青少年の非行を生まない地域の実現を目指

し、「非行防止対策」「非行からの立ち直り

支援」「危険ドラッグを含む薬物乱用の防止

と啓発」「地域団体・関係機関との連携強化」

の４つの柱をたて、就労支援の取り組みを強

化するなど、青少年の非行防止施策を総合的

かつ積極的に展開する。 

小・中学生を対象とした「非行防止教室」や「薬物

乱用防止教室」の開催及び、「少年補導委員」をは

じめたとした地域団体との連携、また、協力雇用主

と連携した「非行少年の立ち直りを支える就労支

援」等の施策を積極的に推進したことにより、少年

非行の大きな指標となる「非行者率」が減少し、さ

らに再犯者数も平成２６年の２５４人より、平成２

７年は14人減少した。 

順調 子ども家庭局青少年課・子ども総合セ

ンター、市民文化スポーツ局安

全・安心推進課、保健福祉局地

域医療課・ 医務 薬務課、

教育委員会指導第二課 など

２ 

ネットトラブル等の防止

インターネット上のサイト等における不適

切な書き込みの把握、サイト等を使った生徒

間トラブルの防止、早期解決、対応に関する

教職員の技術の向上、児童生徒、保護者等へ

の啓発を図る。 

ネット上の書き込み等の把握や学校への技術的な

サポートにより、適切に児童生徒によるネット上の

トラブルの未然防止や早期解決を図ったことから、

「順調」と判断。 

順調 

教育委員会指導第二課 

３ 

非行防止活動の推進 学校警察連絡協議会による街頭補導や、薬物

乱用防止教室、規範意識育成事業等の実施に

より、児童生徒の健全な育成を図る。 

非行防止に係る啓発活動の実施により、平成27年

度のシンナー等乱用少年検挙補導者数は 0 人であ

ったことから、「順調」と判断。 

順調 

教育委員会指導第二課 

方向性Ⅲ 安全・安心に関する相談及び支援体制の充実 
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４ 

不登校対策の充実 

自然や友達とのふれ合いを通して、自主性、

自立性の育成を図るとともに、情緒の安定や

集団への適応を図るため、「ふれあい合宿」

や「不登校児童生徒療育キャンプ」を実施す

る。 

また、「北九州市不登校対策推進協議会」を

運営し、不登校の解決の方途や、適切な指導

について検討・協議する。 

不登校や長期欠席について、的確に状況を把握し、

関係機関やスクールソーシャルワーカー、スクール

カウンセラーとの連携を図りながら、きめ細やかな

対応を行った。また、小中連携ＳＵＴＥＫＩアンケ

ートを全中学校で実施するなど、不登校及び長期欠

席対策のための各種施策を展開するとともに、学校

への支援を効果的に行った結果、学校復帰につなが

っていることから、「順調」と判断。 

順調 

教育委員会指導第二課 

５

いじめ対策の充実 

いじめ撲滅に向けて、各学校における取組内

容の充実や個人のスキルアップを図り、児童

生徒のいじめ撲滅に対する意識や技能を高

めるとともに、本市のいじめ撲滅に対する取

組を広く保護者や市民へ周知する。 

また、法及び本市基本方針に基づき、いじめ

の防止等のための対策等について調査審議

するため、「いじめ問題専門委員会」を運営

する。 

いじめについては、9月に全市一斉に「いじめに関

する実態調査（アンケート・面談）」を実施し、こ

の実態調査で認知されたいじめについては全て解

決した。「北九州市いじめ問題専門委員会」を3回

開催し、本市のいじめ対策、本市におけるいじめ事

例 

等について審議を行うなど、いじめ防止に向けて適

切に取り組んだ。また、児童生徒の好ましい人間関

係づくりのための小中9年間を見通した「北九州子

どもつながりプログラム」を全校で実施したことか 

ら、「大変順調」と判断。 

大変順調 

教育委員会指導第二課 

6

スクールソーシャルワ

ーカー(※)の活用 
不登校や虐待など、問題を抱える児童生徒に

対して、背景となっている家庭環境へ福祉的

手法で支援を行うスクールソーシャルワー

カーを増員し、支援体制の充実を図る。 

402 人の児童生徒に対して、スクールソーシャル

ワーカーによる積極的な学校訪問、家庭訪問、関係

機関訪問等の活動を通じて支援を実施し、きめ細や

かな対応により、問題解決につながったことから、

「順調」と判断。 

順調 

教育委員会指導第二課 

※「スクールソーシャルワーカー」…社会福祉士または精神保健福祉士の資格を有し、

不登校や暴力行為、児童虐待など、問題を抱える児童生徒が置かれた複雑な家庭環境

に働きかけたり、関係機関との連携の強化を図る。 
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（２）安全・安心に関する相談及び支援体制【８１事業】(H27)  【８３事業】(H28) 

①安全・安心相談窓口の充実 

1

民事介入暴力相談事業 専門の相談員による民事介入暴力相談を実

施することで、市民生活への暴力団等の介入

を排除し、安全・安心なまちづくりを図る。 

3 名の専門相談員が民事介入暴力相談を受け、警察

や弁護士と連携し、適切な相談を実施できたことか

ら、「順調」と判断。 

順調 市民文化スポーツ局安全・安心相

談センター

２ 

安全・安心総合相談ダイ

ヤル事業 
生活安全に関するあらゆる相談を受け付け

る「安全・安心総合相談ダイヤル」を開設し、

市民が気軽に相談しやすい体制づくりを行う。

安全・安心総合相談ダイヤルを開設し、円滑に運用

できているため、「順調」と判断。 

※27年度 相談件数：35件（Ｈ27.11～） 

順調 
市民文化スポーツ局安全・安心相

談センター

３ 

子ども・家庭相談コーナ

ー運営事業 

各区役所に「子ども・家庭相談コーナー」を

設置し、子どもと家庭に関するあらゆる相談

に応じ、ひとり親家庭の自立支援、ＤＶ被害

者対応、児童虐待等、それぞれの相談に応じ

た支援・対応を行い、関係機関との連携を行

う。 

子ども・家庭相談コーナーの相談件数は前年度

78,881件に対し、72,870件で約6,000件減少

している。また、市民アンケートにおける「子育て

の悩みや不安を感じる人の割合」は、就学前児童に

おいては前年度25.6%に対し23.9%、小学生の保

護者においては前年度 30.2%に対し 29.4%とい

ずれも減少していることから、「順調」と判断。 

順調 

子ども家庭局子育て支援課

４ 

児童虐待防止（子どもの

人権擁護）推進事業 児童虐待の早期発見及び被虐待児童の迅速

かつ適切な保護を行うため、関係機関との連

携を図る。また、児童虐待の防止等のために

必要な体制を整備するとともに、関係機関等

の職員の研修及び広報活動を行う。 

市民や関係機関職員を対象とした児童虐待問題連続

講座、児童虐待対応リーダー養成研修等を実施した

結果、虐待通告への意識が向上し、結果的に児童虐

待対応件数が平成27年度で606件と、前年度（平

成 26 年度：454 件）に比べ 152 件（33.5%）

増加したと考えている。 

件数自体は増加しているが、児童の所属や警察等、

関係機関と連携しながら、児童虐待の早期発見や早

期対応など、虐待が深刻化する前に適切な支援が出

来る体制づくりが進んでいると考え「順調」と判断。 

順調 

子ども家庭局子ども総合

センター 
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②犯罪被害者等の支援体制の充実 

１ 

犯罪被害者等支援事業 

国、県内の関係部署や団体との情報交換や連

携強化を行い、本市における犯罪被害者等の

支援体制の強化を図る。 

「福岡犯罪被害者総合サポートセンター」及び「性

暴力被害者支援センター・ふくおか」の設置により、

犯罪被害者やその家族・遺族が、直接的な被害やそ

の後の精神的・経済的な問題、地域での孤立等によ

る問題を解決するための相談体制を整えていること

から「順調」と判断するもの。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心相

談センター

③安全・安心を脅かす事態の対応のための体制の充実

１ 

救急医療体制の維持・確保

市民が夜間や休日においても、安心して医療

を受けられるよう、夜間や休日における救急

医療体制の維持・確保を推進する。 

急患センターの運営、テレフォンセンターにおける

病院紹介、輪番病院による初期救急体制等の整備を

実施したため、「大変順調」と判断した。（市医師

会をはじめとする医療関係者の協力のもと、本市救

急医療体制は、患者の状態に応じた３つの段階から

なる救急医療体制を整備している。比較的軽度な初

期救急医療については、かかりつけ医などによる対

応のほか、２つの夜間・休日急患センター【小倉北

区、八幡西区】、小児救急センター【八幡東区】、

市内２ヶ所の休日急患診療所【門司・若松】で対応

している。深夜帯については、東西２ヶ所の病院に

よる輪番制で診療を行っている。また、ﾃﾚﾌｫﾝｾﾝﾀｰ

は、365日 24時間対応で、時間帯・症状にあわせ

た医療機関の紹介や簡単な医療相談を行っている。） 

大変順調 
保健福祉局地域医療課、夜間・休日

急患センター、第 2 夜間・休日急

患センター
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２ 

認知症高齢者等安全確

保事業 

認知症による徘徊行動により行方不明とな

った高齢者等の早期発見・早期保護を図るた

め、「徘徊高齢者等ＳＯＳネットワークシス

テム」の運営やＧＰＳを活用した位置探索サ

ービスの提供を行うとともに、徘徊模擬訓練

の普及を図る。 

徘徊高齢者等 SOS ネットワークのメール配信協力

者数が目標値を達成（目標2,424人、実績3,469

人）しており、SOS ネットワークの体制維持がで

きているため「順調」と判断した。 

順調 

保健福祉局認知症支

援・介護予防センター 

３ 

防災拠点の整備 

人口動態や都市構造の変化、災害の大規模化

など、消防を取り巻く環境の変化に対応でき

るよう、防災拠点である消防署所の建替え等

を推進するとともに、消防団活動の拠点であ

り地域防災の要となる消防団施設を整備す

る。 

（消防団の充実強化） 

消防団施設整備は予定施設数（２施設）を達成した。 

消防団員の充足率は、全国平均の充足率（92.8％）

を上回っているため、「順調」と判断する。 

 今後も、入団促進と施設整備に取り組み、若者が

魅力を感じる消防団づくりを推進する。 

（消防署所の適正配置） 

八幡東消防署が平成２８年３月２４日に開署。また、

門司消防署仮設庁舎の設計についても予定どおり完

了していることから「順調」と判断する。各事業と

もに、引き続き適正なスケジュール管理を行い、事

業を推進していく。 

（消防施設の耐震化） 

消防署所、消防団施設について、耐震診断（5施設）、 

耐震補強計画（14 施設）及び耐震補強工事（2 施

設）を予定どおり実施した。両事業とも、当初の目

標を達成しているため、「順調」と判断する。 

順調 

消防局総務課･人事課･

警防課 

４ 
緊急通報システム 

ひとり暮らしの高齢者世帯等に火災センサ

ーなどを接続した緊急通報システムを設置

することにより、緊急事態を未然に防止し、

かつ被害の軽減を図る。 

緊急通報システムにより火災やガス漏れ、救急など

緊急事案の早期発見、早期通報が可能となり、被害

の低減を図ることができていることから、高齢者等

の安全・安心な生活へ十分に寄与したものといえる。 

順調 

消防局予防課 
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５ 

救命救急センター及び 

小児救急センターの運営

２４時間３６５日体制で、小児患者及び重篤

な患者への救急医療の提供を行うとともに、

高度化する医療に対応するため、医療機器な

どの更新を行う。 

必要な医療機器の更新などを行ったことで、２４時

間３６５日体制で、救命救急医療及び小児救急医療

の提供を行うことができており「順調」と判断。 

順調 

病院局経営課 
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（１）安全・安心に関する情報の提供【９事業】(H27)  【８事業】(H28) 

①安全・安心に関する情報の提供

１ 

災害に関する情報の

提供 

災害に関する情報を迅速に収集し、災害情報

の自動配信やホームページへの防災情報の

掲載などを行う。また、災害発生時に、市民

及び来訪者の避難行動を円滑にするため、災

害種別を表記した避難地案内板に更新する。 

災害情報を迅速に収集し、自動配信やホームページ

への掲載等、様々な伝達手段で情報発信を行ってい

る。また、避難地案内板の更新は終了したため、「順

調」と判断。 

順調 

危機管理室危機管理課

２ 

防災情報収集伝達機

能の強化 

市総合防災情報システムの災害対応に係る

機能を強化するとともに、住民等に対するよ

り効果的な防災情報の伝達手段について検

討を行う。 

平成 28年度 新規事業 

危機管理室危機管理課

３ 

全庁ＧＩＳ（統合型Ｇ

ＩＳ）構築運用事業 

庁内の各所管課が個別に導入しているＧＩ

Ｓ（地理空間情報システム）を集約し、経費

の削減、業務の効率化・高度化、並びに市民

サービスの向上などを図る。さらには、警察

との連携により、犯罪情報を発信することで

市民の安全・安心に関する意識の向上を図

る。 

安定稼動しており、庁内ＧＩＳワーキンググループ

及びＧＩＳ広域勉強会も予定通り（10 回）実施し

た。その結果、庁内向け及び地域情報ポータルサイ

ト向けの主題図数も大幅に目標値を超えているた

め。 

順調 

総務局情報政策課 

４ 

河川情報システム更

新事業 

設備の老朽化や複雑化により、不具合が発生

しているシステムの更新・統合を進め、シス

テムの安定化・簡素化を図る。 

平成 28年度 新規事業 

建設局河川整備課 

５ 

多文化共生環境整備

事業 

災害時などの緊急時に外国人市民に正確な

情報を迅速に伝えるため、防災ハンドブック

などの充実を図る。 

防災ハンドブックのベトナム語版を新たに作成する

など、外国人市民への安全・安心に関する情報提供

を充実させることができたため。 

順調 

企画調整局国際政策課

方向性Ⅳ 安全・安心な都市イメージの発信 
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（２）安全・安心なまち北九州市の情報発信【６事業】(H27)  【１０事業】(H28) 

①都市のイメージアップに資する情報の発信 

１ 

都市イメージの向上 

新聞、雑誌、テレビ、インターネット等の各

種マスメディアへの情報発信を戦略的に行

うとともに、映画・テレビドラマなどのロケ

誘致や撮影支援を通じて、本市の知名度と都

市イメージの向上を図る。 

（情報発信・取材協力事業）報道課 

本市の魅力や主要施策を広く紹介するとともに、メ

ディアへの露出を通じて本市の認知度向上を図って

おり、一定の成果を挙げていることから順調と判断。 

（映像製作誘致強化関連事業）文化企画課 

成果指標として掲げた撮影隊の市内滞在に伴う地域

経済への貢献（直接経済効果：目標110,000千円、

実績106,909千円）、北九州フィルム・コミッシ

ョンの市民への認知度(目標 60.0％、実績58.7％） 

ともに、概ね目標値を達成したことから「順調」と

判断。 

順調 
広報室報道課、 

市民文化スポーツ局文化

企画課 

２ 

学生安全・安心ボラン

ティア活動の推進 

（再掲） 

市内外の学生ボランティアが集い、情報を交

換し、交流を深める｢(仮称)学生安全・安心ボ

ランティアサミット｣を開催することによ

り、本市のイメージアップ、にぎわいづくり

に資する。 

平成２７年５月、市内６大学約５０名が参加し「北

九州市学生安全・安心ボランティア連絡会議」が発

足。また、平成２８年１月「全国学生安全・安心ボ

ランティアサミット北九州」を開催。２４団体・

２５大学・約８０名が参加。参加者や参加団体を通

じて、本市の安全・安心な取組を全国の若者に発信

した。 

サミットにおいて、本市に対するイメージが良くな

った参加者の割合は、目標の74％を上回る98.6％

となり、計画以上の達成が出来たことから「大変順

調」と判断。 

大変順調 

市民文化スポーツ局安全・

安心推進課
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３ 

映画文化等を活用し

た北九州ファン創出

事業 

アジアにおける北九州ファンを創出し、将来

にわたる海外作品の誘致につなげるため、ア

ジアの若者を本市に招いての北九州文化研

修等を行う。 

平成 28年度 新規事業 

市民文化スポーツ局文化

企画課 

４ 

海外作品誘致・支援事業 本市の魅力を海外に発信し、インバウンドの

増加につなげるため、海外の映画、テレビド

ラマの撮影誘致に積極的に取り組むととも

に、撮影支援、完成後のＰＲまで、切れ目の

ない支援を行う。 

平成 28年度 新規事業 
市民文化スポーツ局文化

企画課 

②「北九州市安全・安心条例」の普及・啓発活動の推進

１ 

北九州市安全・安心条

例普及・啓発事業 条例制定の趣旨・目的等について理解を深め

るための普及・啓発活動を推進するととも

に、安全・安心に関する取り組みの成果を積

極的に発信する。 

条例の効果などを検証し、社会情勢に応じて適切に

見直ししていくため、「安全・安心推進会議」を開

催した。また、平成２７年１２月、安全・安心で魅

力のある繁華街を目指して、「繁華街魅力づくり推

進協議会」を、小倉北区と八幡西区に立ち上げた。

刑法犯認知件数は着実に減少しているため「順調」

と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安

心推進課
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①子どもの見守り活動の推進 

１ 

地域防犯対策事業 

市民の自主防犯意識の醸成を図るとともに、

地域の自主防犯活動への支援等を行い、「安

全・安心なまち北九州市」の実現を図る。 

「生活安全パトロール隊」に対する活動に必要な物

品助成を行うとともに、警察官ＯＢである安全・安

心指導員によるパトロールへの同行、パトロール手

法の助言等を行った。 

刑法犯認知件数は着実に減少しているため「順調」

と判断。 

順調 
市民文化スポーツ局安全・安心

推進課

２ 
スクールヘルパーの配置

保護者や地域の方をスクールヘルパーとし

て学校に配置し、通学路における安全対策や

学校図書館の運営、授業づくりの支援など、

様々な学校の教育活動を支援する。 

スクールヘルパーの延べ活動人数及び登録者数とも

に目標を上回っている。昨年度と同様に高水準で推

移していることから、「大変順調」と判断。 

大変順調 

教育委員会生涯学習課 

②青少年の非行等を生まない環境の構築 

１ 

北九州市「青少年の非行

を生まない地域づくり」

推進本部運営事業 

青少年の非行を生まない地域の実現を目指

し、「非行防止対策」「非行からの立ち直り

支援」「危険ドラッグを含む薬物乱用の防止

と啓発」「地域団体・関係機関との連携強化」

の４つの柱をたて、就労支援の取り組みを強

化するなど、青少年の非行防止施策を総合的

かつ積極的に展開する。 

小・中学生を対象とした「非行防止教室」や「薬物

乱用防止教室」の開催及び、「少年補導委員」をは

じめたとした地域団体との連携、また、協力雇用主

と連携した「非行少年の立ち直りを支える就労支援」

等の施策を積極的に推進したことにより、少年非行

の大きな指標となる「非行者率」が減少し、さらに

再犯者数も前年２５４人より、14人減少した。 

順調 子ども家庭局青少年課・子ども総合

センター、市民文化スポーツ局

安全・安心推進課、保健福祉

局地域医療課・医務薬務課、

教育委員会指導第二課 など

特に配慮すべき対象への安全対策（すべて再掲） 

１ 子どもの安全対策 【２６事業】(H27)  【２７事業】(H28)
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③通学路等の安全確保 

１ 

通学路における夜間の

安全対策強化 

犯罪等の防止や子どもをはじめとして市民

が、より安全で安心して通行できるよう通学

路の防犯灯の充実に向けた取り組みを推進

する。 

刑法犯認知件数減少や市民が感じる治安状況向上の

目標を達成していることから「順調」と判断。 
順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

都市整備課

２ 

通学路の安全対策の推進 児童が安全に通学できる環境を整えるため、 

教育委員会や学校関係者、警察と一体となっ

て、更なる通学路の安全対策を推進する。 

学校からの改善要望箇所について、対策を鋭意進め

ており｢順調｣と判断。 
順調 

建設局道路計画課 

④非行等からの立直り支援の推進 

１

スクールソーシャルワ

ーカーの活用 

不登校や虐待など、問題を抱える児童生徒に

対して、背景となっている家庭環境へ福祉的

手法で支援を行うスクールソーシャルワー

カーを増員し、支援体制の充実を図る。 

402人の児童生徒に対して、スクールソーシャルワ

ーカーによる積極的な学校訪問、家庭訪問、関係機

関訪問等の活動を通じて支援を実施し、きめ細やか

な対応により、問題解決につながったことから、「順

調」と判断。 

順調 

教育委員会指導第二課 
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①安全・安心に関する意識の高揚 

１ 

子どもや女性の犯罪被

害防止対策 子どもや女性の犯罪被害を防止するため、子

どもを見守る家族の防犯知識を高めるための

親と子どもの安全セミナー等を実施するとと

もに、働く女性や女子大生等を「女性の安全

ナビゲーター」に任命し、防犯知識を学び、

女性目線で犯罪被害防止についての情報を発

信する。 

ガーディアン・エンジェルスとの協働による「安全

セミナー」（１８校）及び「犯罪から身を守るセミ

ナー」（１３回）の実施や、学生ボランティアとの

協働による「地域安全マップづくり」（７校）の実

施のほか、「子どもを守る家庭の防犯力アップハン

ドブック」を作成し、市内小学校全児童に配布。ま

た、女性の安全ナビゲーターが、犯罪被害の現状や

防犯知識を学び、女性の目線による啓発冊子の作

成・情報発信を行った。 

「安全セミナー」や「地域安全マップづくり」の実

施校は目標を達成しており、「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安

心推進課 

２ 

男女共同参画基本計画

推進事業（配偶者等か

らの暴力対策事業） 

配偶者等からの暴力予防啓発に取り組むた

め、「北九州市ＤＶ対策関係機関連絡会議」

の開催など、情報交換や研修会を行い、関係

機関の連携強化を図るほか、若年層向けのデ

ートＤＶ予防事業など広く広報・啓発活動を

行う。 

専門的な知見を持つＮＰＯ等と連携して、高校・大

学等でデートＤＶ予防教室を36回行うとともに、

ＤＶ相談リーフレットなどを公共施設に配布し啓発

に努めた。また、警察等関係機関との連絡会議の開

催・参加などによる情報の共有・交換を定期的に行

っていることから、順調と判断。 

順調 

総務局男女共同参画推進課

２ 女性の安全対策 【６事業】(H27)  【６事業】(H28) 
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②犯罪被害者等の支援体制の充実 

１ 

犯罪被害者等支援事業
国、県内の関係部署や団体との情報交換や連

携強化を行い、本市における犯罪被害者等の

支援体制の強化を図る。 

「福岡犯罪被害者総合サポートセンター」及び「性

暴力被害者支援センター・ふくおか」の設置により、

犯罪被害者やその家族・遺族が、直接的な被害やそ

の後の精神的・経済的な問題、地域での孤立等によ

る問題を解決するための相談体制を整えていること

から「順調」と判断するもの。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

相談センター

２ 

子ども・家庭相談コー

ナー運営事業 

各区役所に「子ども・家庭相談コーナー」を

設置し、子どもと家庭に関するあらゆる相談

に応じ、ひとり親家庭の自立支援、ＤＶ被害

者対応、児童虐待等、それぞれの相談に応じ

た支援・対応を行い、関係機関との連携を行

う。 

子ども・家庭相談コーナーの相談件数は前年度

78,881件に対し、72,870件で約6,000件減少

している。また、市民アンケートにおける「子育て

の悩みや不安を感じる人の割合」は、就学前児童に

おいては前年度25.6%に対し23.9%、小学生の保

護者においては前年度 30.2%に対し 29.4%とい

ずれも減少していることから、「順調」と判断。 

順調 

子ども家庭局子育て支援課

①交通安全の推進 

１

交通安全推進事業 生涯にわたる交通安全教育及び効果的な広報

啓発活動により、市民に広く交通安全思想を

普及し、交通事故防止を図る。 

小学校等での交通安全教室の参加が前年度より大幅

に増加（H26：37,860 人、H27：40,462 人）

している。 

また、前年度と交通事故死者数は同じだったが、交

通事故発生件数は減少しているので「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局安全・安心

都市整備課 

３ 高齢者の安全対策 【２４事業】(H27)  【２４事業】(H28) 
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②消費生活等に関する安全・安心の推進 

１ 

消費者啓発の推進 悪質化・巧妙化する消費者被害やニセ電話詐

欺を未然に防止するため、消費者自身が危機

回避や被害にあった場合の適切な対処法を身

につけるための啓発事業等を実施する。 

多様な媒体を活用し消費者被害防止を周知した。そ

の結果、「消費生活センターの認知度」（目標90％

→実績 93.1％）及び、「消費生活センター等に相

談又は相談を勧める市民の割合」（目標 90％→実

績 96.3％）ともに目標値を上回り、高い数値を維

持しているため「順調」と判断。 

順調 

市民文化スポーツ局消費生

活センター

③地域の防災力の強化

１ 

避難行動要支援者避難

支援事業 

自力又は家族等で避難することが困難な高齢

者･障害者の名簿を作成し、地域へ情報を提供

することで、災害時の自助･共助による避難支

援の仕組みづくりを促進する。 

地域による避難対策個別計画作成件数は着実に増加

しているため「順調」と判断。 
順調 

危機管理室危機管理課 

２ 
住宅防火対策の推進 

福祉関係者・地域住民等からのあらゆる情報

を活用し、高齢者・障害者等への訪問活動を

行い、防火・防災啓発の普及を図るとともに、

火災及び焼死事故等の防止に努める。 

 住宅用火災警報器の設置率は、昨年度より若干の

減少（85％→83％）があったものの、全国の平均

設置率（81％）を上回る状況であるため、「順調」

と判断。 

順調 

消防局予防課 

３ 

緊急通報システム ひとり暮らしの高齢者世帯等に火災センサー

などを接続した緊急通報システムを設置する

ことにより、緊急事態を未然に防止し、かつ

被害の軽減を図る。 

緊急通報システムにより、火災やガス漏れ、救急な

ど緊急事案の早期発見、早期通報が可能となり、被

害の低減を図ることができていることから、高齢者

等の安全・安心な生活へ十分に寄与したものといえ

る。 

順調 

消防局予防課 
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①地域の防災力の強化

１ 

避難行動要支援者避難

支援事業 

自力又は家族等で避難することが困難な高齢

者･障害者の名簿を作成し、地域へ情報を提供

することで、災害時の自助･共助による避難支

援の仕組みづくりを促進する。 

地域による避難対策個別計画作成件数は着実に増加

しているため「順調」と判断。 
順調 

危機管理室危機管理課

２ 
住宅防火対策の推進 

福祉関係者・地域住民等からのあらゆる情報

を活用し、高齢者・障害者等への訪問活動を

行い、防火・防災啓発の普及を図るとともに、

火災及び焼死事故等の防止に努める。 

 住宅用火災警報器の設置率は、昨年度より若干の

減少（85％→83％）があったものの、全国の平均

設置率（81％）を上回る状況であるため、「順調」

と判断。 

順調 

消防局予防課 

３ 
緊急通報システム 

ひとり暮らしの高齢者世帯等に火災センサー

などを接続した緊急通報システムを設置する

ことにより、緊急事態を未然に防止し、かつ

被害の軽減を図る。 

緊急通報システムにより、火災やガス漏れ、救急な

ど緊急事案の早期発見、早期通報が可能となり、被

害の低減を図ることができていることから、高齢者

等の安全・安心な生活へ十分に寄与したものといえる。

順調 

消防局予防課 

②安全・安心に配慮した環境の構築

１ 

バリアフリー等のまち

づくり 
高齢者や障害者など、誰もが安全で快適に暮

らせる生活空間づくりをめざすために、歩道

や公園などのバリアフリー化等を推進する。 

関係団体と協議を行いながら、計画的に整備を行っ

ており、主要駅周辺地区の主要経路の整備率は目標

を達成（目標90％→実績90％）しており、「順調」

と判断。 

順調 
建設局道路計画課、みどり･

公園整備課

２ 

ＪＲ安部山公園駅に対

する昇降装置整備支援

事業 

ＪＲ九州が行うＪＲ安部山公園駅へのエレベ

ーター設置に対して、補助を行い、バリアフ

リー化を推進する。 

平成 28年度 新規事業 

建築都市局都市交通政策課 

４ 障害者の安全対策 【１４事業】(H27)  【１４事業】(H28) 
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 具体的な目標と実績 

目  標（平成３１年） 現  状 

刑法犯認知件数      １１，２６７件  ⇒  ８，０００件以下 

（人口当たりの政令市順位）  （政令市１２位）   （政令市ベスト３） 

８，１２４件 

（２８年中暫定値） 

防犯パトロール活動への参加者数 １０，０００人 ⇒  ２０，０００人以上 
１４，７７８人 

（平成２８年１２月） 

安全だ（治安が良い）と思っている市民の割合 ７６％ ⇒  ９０％以上 
７４％ 

（２８年８月発表） 

- 33 -


